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１．はじめに
　ここ近年の目まぐるしい「教育についての在り方」や
「教員養成の在り方を含んだカリキュラム改革」は、日
本も去ることながら世界的にも大改革を余儀なくされて
おり、多くの国でより高く、より高度な、よりよい教育
の在り方、理想を掲げ、これこそが近未来を切り開く教
育の望ましい在り方、養成の仕方であるとする理想のカ
リキュラムが提言されている（アメリカ、オーストラリ
ア、イギリス、ほか）。これらの改革の波は、当然、教
育に携わる教員養成学部への要求に直接的な影響を与
え、より理想的な教員を養成するカリキュラム改編や授
業内容の変更がなされていく。さらに養成機関はその要
求に応えるべく、教員養成学部へ入学する学生らが所定
の期間に用意されるカリキュラムに従って学修を積み重
ねていかなければならない。しかしその一方、高等教育
機関での学びは、大学外での学び（サークル活動やボラ
ンティア、アルバイト等）を通して社会と自身との関係
性に気づき、社会の中の役割や使命を実感しながら、専
門性を生かし、または専門性を抜きにした一人間として
自身を太らせていく貴重な時間を過ごすことも非常に重
要な学修であると考える。
　そもそも“教員養成大学・学部というところは、教職
を志望する学生にとって教師として成長していくプロセ
スの「入り口」、つまり教師として求められる「実践的
指導力」の準備を担う機関である”（2005、海野）とい
う認識からも、教員養成学部を卒業する際に、そのとき
の学校教育に対応できる十分な指導力を兼ね備えて卒業
するというわけではなく、赴任先の先生方と同僚性をも
ちながら、着実に一歩ずつ子どもたちと向き合える教師
へ、そして授業に工夫と創造性を高められる教師へと成
長していくものである。しかしながら、大学での学びよ
りも実際の学校現地での学ぶ体験として、実際の学校機
関で様々な経験の積み重ねを要求されている。先にも示
したように、教員養成学部といえども、専門職に限った
学修のみがよい教師を産むとは限らず、一人の人間とし
て豊かな青春期の経験とともに、教職に関する専門的知
識もしっかりと享受できる学生の育成が重要であろうと
思われる。
　そこで本研究では、教員養成学部における各教科の指
導法の展開方法とそこで得られた成果と課題を通して、
教師を目指す学生の「問い」と「矛盾」の連続した単元
構成が、2017年に改訂された新学習指導要領における
子どもに求められる評価観点を教授できる教員養成カリ
キュラムへの可能性について検証することを目的とす
る。
２．体育科教育法Ⅰ・Ⅱのカリキュラム構成
　図１は、教職に関する科目における“各教科の指導
法”注１）としての「体育科教育法Ⅰ」および「体育科教
育法Ⅱ」の２年次の前・後期各15コマ、全30コマの構
成イメージを示したものである。両科目を通じて「体
育」とは何か、「教育」とは何か、という問いを常に設
け、最終週までの講義中、確認が必要になれば最初の原
点に立ち返り、何のための体育・教育なのかについての
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振り返りを改めて問いかけ直す。そして望ましい体育授
業についてのイメージを構築するために、具体的な教科
としての体育教育についての講義を進めていく。体育科
教育法Ⅰの内容は、教材と教科内容の区別が出来るよう
になること、教材の存在の有無による授業成果の異な
り、目標やねらいの存在意義の認知など、学生自身の学
習経験を素材にしながら、グループの仲間と語り合い引
き出し合い、望ましい授業のイメージを構築していく方
法で展開している。
　体育科教育法Ⅱでは、Ⅰにおいて抱いた望ましい授業
のイメージを実際に「模擬授業」へと反映されるよう指
導案を作成し、実践・評価、検証を行う。そして、全
体を通した総括として、これまで学修してきた内容を
フィードバック教材とし、これまでの学習履歴及び現在
の自分自身と向き合うことを問いとしてまとめ上げる。
その際、具体的に受講生に問うことは、体育の各領域に
おける「その領域でしか学べないこと」と具体的な教科
内容を整理し、授業づくりへの道程を総括することであ
る。
３．体育科の存在価値を問う…現在の教育観
を体育から再考する契機
　早急に体育授業の教え方・指導方法を学生に指導・教
授しても、学生のこれまでの小学校から高校までの体育
授業における授業学習履歴が彼らのイメージする体育授
業となり、その学習履歴に沿って現行の学習指導要領が
求める指導・教授に当てはめてしまうことになる。その
ため、本当に彼らが受講してきた体育が望ましい体育実
践であったのかについて、様々な教材（講義内容と話題
提供）を用いて、体育科の教科としての価値、体育が教
科として成立する根拠、戦後の社会的要求を契機として
学習指導要領が変革されていく中で生起するジレンマに
向き合わせながら学習を進める。そうすることによっ
て、学生自身に「スポーツ＝体育ではないこと」、「認識
教科の合間に楽しい時間を過ごすのが体育」という教育
観に揺さぶりをかけ、学ぶべき内容（教科内容）が体育
科に存在すること、それらを学ぶために「教材（素材や
スポーツを加工したもの）」が体育科にも存在すること
を認知していく。この導入こそ、全単元を一貫した「問
い」を生み出すことになる。
４．「矛盾」の発生と「問い」の再生成
⑴　「体育の目標と評価の関係」についてクラス全体で
批評し合う
　導入での「問い」をクラス全体で共有し、なぜ学校へ
いくのか、なぜ体育を学習するのか、そしてその体育は
何を教師から学び、自らの学びへとつなげていくのかに
ついて、戦前から戦後の体育授業のカリキュラム変遷を
学びながら、体育の目標と評価の観点から話題提供を行
なっていく。その際、学生はすでに体育科が教科である
意味を「身体的側面（できるようになる・体力がつくな
ど）」や「認知的側面（どうすればできるようになるか
中島　憲子
図１．体育科教育法のカリキュラム構成
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図１．体育科教育法のカリキュラム構成 
  
体育とは何か・教育とは？ 
望ましい体育授業とは？ 
授業の実践・評価に挑戦 
⾃分と向き合う 
・初回に書いた⾃⾝の
「問いー回答」に戻
り、⾃⾝に何の⼒がつ
いたのか、何が理解で
きたのかを⾃⼰評価す
る。 
・体育の各領域における
「領域で学ばなければ
ならないもの」を模擬
授業の成果をもとに全
員で発表・まとめを⾏
い、授業イメージを持
つ。
・単元計画を作成し、最
も重要な時限を模擬授
業として実施 
・「授業者・計画」「観
察」「児童」の３つの
⽴場で省察 
・模擬授業の評価（教師
の指導性、学習への構
え、学習成果）を毎時
間記録し、中間まとめ
や総括の際、改善点を
明確にする 
・⽬標やねらいの存在の
重要性、など 
・教材と教科内容の区別 
・教材のある授業とない授
業で違いを学ぶ（教材の
重要性） 
・⽬標・ねらいの存在 
・様々な体育授業 VTR を
視聴しながら、⾃⾝の学
習履歴経験を振り返り、
望ましい授業へのイメー
ジを創る、など
・体育嫌いの気持ち 
・戦前戦後の教育と体育
・体育やスポーツが存在
しなければ？ 
・学習指導要領の変遷
（社会的背景との関
連） 
・義務教育の意味 
・発展途上国の教育を学
ぶ・から学ぶ、など 
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がわかる、など）」が重要な側面であることを学修して
いるにも関わらず、体育の評価（通知表や絶対評価な
ど）について考える際、「楽しい授業」や「喜びがある
授業」が評価されてきた実体験から、その矛盾に気付く
ことになる。例えば、縄跳びを用いた授業について思い
出してもらうと、多くの学生は「なわとび名人」や「な
わとび番付表」といったプリント一枚を配布され、自主
的にひたすらその技に取り組んで単元が終了する授業を
思い出し、教師はその提出されたプリントで授業への取
り組みを評価しているという。しかし、なわとびで教え
なければいけないことは、縄の回し方や足の挙げ方と
いった動作の手続きの知識や、縄を跳び越すときに自分
の身体の変化をイメージするという運動経過の表象が教
科内容（到達目標）である（2002、木原）。その到達目
標のために教師が模範したり技のコツを言葉で説明した
りといった教授が必要となる。それらを教授し子どもた
ち同士でも技のコツに挑戦し繰り返したりして、学び合
いながら様々な技や技術を身に付けていく。その結果、
長いスパンで体育や縄遊びに対する楽しさや興味を得、
さらに結果的に体力も高まっていくという長期的な方向
目標を達成していくのである。学生は、縄跳びの各種跳
び技に挑戦する態度や、楽しく取り組んでいる様子を示
せばよい、と経験してきており、ここで示す教科内容
（到達目標）が示されず方向目標のみが「評価」される
矛盾を実感することになる（図２）。
　平成元年に示された新学力観において、教師は教授か
ら支援にまわることが個々人の個性を豊かに発揮させる
のである、と謳われたことによって、教師の教授が一転
して支援へと置き換えられた。そのことによって体育授
業は「楽しさ」「興味・関心」さえ感じさせられれば良
いのだとされた時代から、体育という教科の中に、教授
という行為がすっかり後退してしまったことになる。小
林ら（1995）も「教授なくして教師の指導はなし」と
いうように、教授のない体育であれば、教科として存在
する理由がなくなるのである。このような誤った時代背
景に対して、批判的な視点と矛盾を彼らへ生成させ、望
ましい体育授業の方向へと導いていく。
⑵　「教科内容」と「教材」との関係（何を何で教える
のか）
　さらに「サッカーは何を教える教材か」という問いを
用いて彼らを揺さぶる。図３に示すように、教科内容と
教材との関係は、何らかの教科内容を獲得させるために
は、世にある文化的素材を用いて、その何かを教えるた
めに加工された材料であり手段（手立て）であるものが
教材である。しかし、彼らへこの問いに対してレポート
を書いてもらうと、サッカーでしか教えられないもの
は、「チームワーク、仲間との信頼、共同する心、一つ
にまとまる心、…」とサッカー以外の種目でも学べるこ
とが記載される。サッカーという素材を借りてサッカー
文化の何を学ばすのか、といったことがサッカーでしか
学べない教科内容となるが、そこにも学生の矛盾が生じ
る。先の目標と評価の講義で分かっていたつもりが、さ
らに新しい問いになると矛盾が生じる。ここでは、他教
科の例を借りながら、理科の中の教科内容と教材、社会
科の中の教科内容と教材との関係から、その矛盾を解消
していく。
５．模擬授業から基礎・基本と望ましい授業
のための教師としての教授方法を学ぶ
⑴　一つの模擬授業に対するフィードバック方法
　体育科教育法Ⅰの講義を終え、問いと矛盾を繰り返し
ながら望ましい体育授業へのイメージを構築しているは
ずの彼らへ、体育科教育法Ⅱでは「模擬授業」を組み込
んだ単元に挑むことになる。そこでは、これまでの学修
成果と課題について、彼らが担当する模擬授業へと反映
できているのかについてさらに活動を進めていく。
　ここで大切にしていることは、模擬授業の条件とその
授業展開である。１クラスが約50名前後在籍する中で、
クラスの学生全員が教師役を経験するということは、マ
イクロティーチングによる短時間での教授経験、または
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 ⽬標の種類 具体的な評価の観点 例えば「なわとび」 
⽅
向
⽬
標 
能⼒的側⾯ 
・楽しさ、喜び 
・関⼼、意欲、態度 
・体⼒ 
・楽しさ、喜び 
・関⼼、意欲、態度 
・体⼒ 
 （知識や技能の習得の過程に並⾏して獲得されるものが「⽅向⽬標」） 
到
達
⽬
標 
内容的側⾯ 
・運動の知識、技能 
・体⼒づくりに必要な
知識や技術など 
・縄の回し⽅、⾜の上げ⽅といった動
作の⼿続きの知識 
・縄を跳び越すときに⾃分の体の変
化をイメージするという運動経過の
表象（→そのために教師が模範した
り技のコツを⾔葉で説明） 
図２．体育の⽬標と評価の関係  図２．体育の目標と評価の関係 図３．教材と教科内容との関係
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図 3．教材 科内容との関係  
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How-To の繰り返しとなり、単元全体の目標・目的が確
認しづらく、それが望ましい授業なのかについては評価
できない。そのため、図４に示すように、一グループを
８〜９名に設定し、模擬授業担当グループ全員で担当領
域の単元計画および模擬授業担当コマを含んだ指導案を
作成する。また教師はグループから一名を決め、模擬授
業時間40分をその教師役１名が担う。ここでのねらい
は、単元目標のもとに、模擬授業として実践する１コマ
の目標、教材、教科内容、評価の関連性を意識した「望
ましい体育授業」に挑戦することである。
　さらに、重要な点が模擬授業に対するフィードバック
である（図５）。各グループにおいて、教材研究（教材
の選択、単元山場の設定、導入からまとめまでのストー
リー化、必要用具、必要な問い、目標・評価の観点の設
定等）を何日もかけて最終的な単元計画を提出し、実際
に40分の模擬授業を実践する。その後、学生の「望ま
しい授業」として作成した学習指導案と模擬授業の提案
について、そもそも目標達成ができたのか、そのための
手立てが十分であったのか、など、コアになる部分をま
ずは捉えた上で、授業全体もしくは細かい部分も含め
て、何が良かったのか、何に課題があったのか、次に行
うとすればどこを修正すればよいのか、という協議をま
ずは模擬授業直後30分ほど実施する。さらに、模擬授
業終了後の振り返りシートに書き込まれた「計画グルー
プ（教師役・指導案係）」、「児童役」「観察係」の３つの
異なる視点からのフィードバック資料として、次回の模
擬授業開始前にまとめた資料（A4、１頁）を全員に配
布する（図６）。ここには、協議で発表できなかった意
見や、内に秘めた想い（苦手な児童役の意見やこちらが
全く気付かなかった場面など）を汲み取り、次週の最初
に全員の前で紹介をする。このプリントの準備（３クラ
ス分）は相当な時間を要するが、誰よりもその意見を知
りたいのは学生本人であり、その声にならないつぶやき
や小さな意見こそ、聞く耳を持つ教師として重要視して
欲しいとの想いも含み込まれている。
　このようにして、体育科教育法Ⅰにおいて揺さぶられ
た「望ましい授業イメージ」に対して、Ⅱの模擬授業に
おいて、単元計画、担当コマの模擬授業を何日もかけ、
グループで計画を立てて実施したうえで、納得したはず
の望ましい授業が実施できたかどうかについての省察と
協議を通じて検証を行う。修正点・改善点を明確にして
こそ、結局「何を何で教えたのか」という教科内容と教
材との関係を学び取り、領域や教科が変わっても、大切
にしておかなければならないことは変わらないというこ
とを認識できると思われる。その繰り返しが、こちらが
提案した６領域に包含されている。
⑵　過程的側面を測る評価尺度で模擬授業を振り返る
　模擬授業の前半と後半のそれぞれ３つの模擬授業が終
了した時点で、模擬授業後に実施していた過程的側面
を測る尺度として作成した「学びの履歴測定尺度（図
７）」を用いて模擬授業の評価を行う（図８）。この尺度
は、ナショナル・カリキュラム改革に対応する評価とし
て、児童・生徒が普段の体育授業を通じて、顕在的・潜
在的な影響を受けながら、感じ取り意識するようになっ
た、いわば教育実践の「結果的側面」を調査するものと
して作成されたものであるが（2009海野）、一時間の体
育授業の中での評価においても、実際にその時間に子ど
もが持った学びの経験内容を丹念に省察していくことが
授業改善に必要な視点を明らかにし、教師の力量を高め
ることにつながる可能性をもっている（2011中島）。図
９に示したものが、図８の評価シートを各授業ごとに平
均値化してフィードバックする材料として用いる模擬授
業評価結果の例である。各次元や各因子において４点満
中島　憲子
図５．「体育科教育法Ⅱ」の授業展開（中盤のみ）
図４．模擬授業の条件
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1 クラス 受講者 約 50〜58 名 
グループ数 ６G（1G：8〜9 名） 
授業計画係 ６G のうちの１G 
教師役 授業計画 G から 1 名 
観察役 次週授業計画 G（教師/児童/指導案） 
児童役 授業計画 G、観察 G 以外の４G 
領域・階梯 6 領域を設定、⾼学年 
教材 ⾃由 
指導案 単元計画および本時案を授業計画係で
⼀単元を作成 
模擬授業時間 40 分 
振り返り 全員が各担当別にミニレポート提出 
図４．模擬授業の条件  
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点を目指したものが「よい授業」ではなく、担当学生が
模擬授業を計画する際にこだわった、獲得させたい目標
や授業の進め方が計画通りであったかどうかについて、
実際に受講した児童役が評価したものをフィードバック
する材料として用いている。ただし、単に学習を効果的
に進めるための学習環境を整える「場づくり」や「学習
規律」などを念入りに積み重ねるだけといった環境構成
論に周知してしまわない注意が必要であることを学生へ
教授する材料として用いている註２）。
６．学生における学習成果は、教授の評価
（学び、変化し続ける）
　現在、新学習指導要領において“主体的で対話的で深
学生の教育観を揺さぶる体育科指導法の単元構成と学修成果との関連　―「問い」と「矛盾」を問い続けて―
図６．模擬授業後、翌週配布される３役の振り返りシートの例（抜粋）
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教師役（    ）  ●説明のやり⽅が難しくわかってない⼦、聞いていない⼦もいて、質問は
ないか聞いたが、そもそもわかってない⼈は何が分かっていないかもわかってない状態だと質問も
できないなと反省した。●サッカーをしていたからクラブと同じ内容をしても難しく、体育の⽬的
とは違うので、教えられることも変わってくるなと改めて感じることができた。 
計画（３班：       ）    
●リハーサル不⾜が混乱という形で授業に出てしまった。●児童役がこれだけ授業に協⼒してくれ
たのに私たち計画班が団結できず、知恵を出し合えなかったことはとても申し訳ない。●指導案作
成は、指導（学習）計画や本時の指導過程を訂正した際に別の⽂章と⽭盾していないかどうか⾒直
すべきだった。●「ゲームをすること」をゴールにするという先⼊観があることに気づいた。ゲー
ムをすること⾃体はゴールではないのだと学んだ。今回のように「空間をつくること」が⽬標であ
るならば、「空間をつくること」の実感の得られるものをゴールにするべきだった。●楽しむだけ
のゲームになっていて、もっとスペースを意識できる⼯夫をすべきで、最終地点を⼯夫する必要が
あった。●本番までにどんなにデモを⾏っていても、実際の環境で⾏わなければそれほど意味をな
さないと痛感した。 
観察（6 班：        ）      
●サッカー経験のある教師がつくった授業になっていたので、少しレベルが⾼すぎる気がした。私
だったら守備の練習を先にしてその中でスペースができることに気付いたり、苦⼿な部分を知っ
て、それに対応していく⽅がより興味もわくし、理解が深まる。●楽しそうに⾒えたが、ボール運
動が苦⼿でよく⾒るとボールに⼀回も触れていない⼦がいたりするから、教師はサッカーの技術も
もちろん教えるが、サッカーで教えたいことを明確にして、そのためにはどのような活動が⼀番あ
っているのかを考える必要がある。●教師にとっては当然の事でも⼩学⽣は学習していなかった
り、理解が難しいという事がたくさんあったので、常に児童の⽬線に⽴ち、授業をつくったり話し
たりすることが⼤切。●「わかっている」を前提にするのではなく、「わからないこと」を想定し
た配慮が必要。●体育科は「楽しい」は前提で、その部分が⽬標すべてとなってはならない。つま
り「楽しい」と同時に「できる」といった到達⽬標も必要である。●授業前の時点で児童に「でき
る」ようになることは求めていないと⾔っていたので、先⽣がそう思ってしまっていると、授業も
そうなってしまうだけではなく、児童のモチベーションも下がってしまいそう。スモールステップ
でいいから、児童にこんな⼒を⾝につけてほしいと教師が強い願いもあって授業づくりに挑むこと
が児童の意欲の増進、そして児童の「できる」につながるのではないか。
児童 ●先⽣が声掛けしたりアドバイスしたりととても良かったが、授業の内容は少し難しかっ
た。●児童が団⼦状態になるのを防ぐのが⽬的なら、最終的な得点をシュートを決めることにする
のではなく、空いているスペースに動くと⾃分たちのチームにプラスになるようなゲームをした後
に普通のサッカーの試合をするとよいのでは。●先⽣がスペース、ディフェンス、カットなど、⾔
っている意味がよくわからなかった。練習も本番もどこに⾏けばよいか分からずに⼾惑った。●で
きることは求めない、と⾔っていたが、体育の本質である「できること」は毎回の授業で求めてい
きたい。また、できない⼦、苦⼿な⼦の存在は決して忘れてはならないと改めて感じた。●良いと
ころは、サッカー○で「スペースを作ろう」とい球技を⾏う上で必要な技術を学ぶということだと思
った。●スペースを利⽤するという考えがなく、サッカーはただボールを蹴ってゴールに⼊れる、
コントロールができるようになるということしか意識していなかった。サッカーのそういった特質
や特徴を先⽣がもっと知っておかなければならないんだと思った。●よく⾒ると、得意な⼦ばかり
活躍していて、ボールに全然触れていない⼦がいたので「みんな」で⼀点取るためのスペースづく
りの学びをゲームにつなげることが出来たらもっとみんなでの活動になっていた。
図 6 模擬授業後、翌週配布される 3 返りシートの例（抜粋） 
 
  
図７．学びの履歴測定尺度の各次元と各因子
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図７ 学びの履歴測定尺度の各次元と各因⼦  
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い学び”の実現に向けた授業改善が重要視されている
が、実は何も今に始まったことではなく、個々の学習者
を大切にする視点で授業・講義を行えばおのずと実施さ
れてきた視点であり、学問の面白さは世の中の不思議を
論理的思考を通して認知していくことの繰り返しが学習
であろう。本講義において共同的に学び合う中で、新た
な知識や技能、他者の意見を聞き入れ、自身の思考・判
断へと落してゆく過程を繰り返し、新たな問いを生む契
機が共同での学習であるからこそ、次の問いを生み出す
のであろう。この過程に対話が成立しなければ次の問い
を生み出さない。この対話があることによって、教授者
自身の授業改善も繰り返されていく。
７．ま　と　め
　教員養成学部において組み込まれたカリキュラムは、
教職を目指す彼らに、どれだけの知識や技能を習得さ
せ、また専門的力量をつけて教師としての職へ就かせこ
とができると考えるべきであろうか。さらに教員養成学
部に在籍する限られた期間を経て卒業する時点で、教員
養成学部はどれほどの力量をつけさせることができると
いうのだろうか。少なくとも小学校における体育の時間
時数は年間105時間（小学１年生は102時間、５，６年
生は90時間）であり、この時間×全学年の授業のすべ
てを教授することができないとしたら、自ずと教授知識
と教授スキルの保証は限定される。その際の限定される
内容は、各教科、各教科教育において指導される教員養
成校の教師に委ねられることとなる。私自身がこの教員
養成校における教科教育法の授業において重視している
点は、以下の通りである。
・教育とは何か、と問う
・体育とは何か、を問う
・じっくりと自身の体育・スポーツ経験と向き合うこと
から、体育観・教育観を揺さぶり、そして新しい観と
して刷り直す
・付け焼刃的な成果の良し悪しを判断できる
・授業で身に付けたい知識と考えて（発展させて）ほし
いことを明確にする
・一つの話題・模擬授業に対し、共同で会話・対話・協
議する力をつける…批判的な問いを生む
・単元の最初と最後において、自身の考察の変化を可視
化する
　以上の点を意識した単元構成において、各教科に存在
する専門用語や歴史・文化を基礎とする学修と、学生自
身の学習や経験履歴の中で問いと矛盾を繰り返しなが
ら、いまの教育界の必要に応える素地が養われると思わ
れる。この素地は、今次改訂において示された美しく理
想的な教育目標を根拠のなく使いこなすのではなく、ま
たすぐに役立つ、剥がれ落ちる知識・理解の蓄積ではな
い、教育を問い続ける姿勢を生み出すもの考えられる。
中島　憲子
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児童役の模擬授業の評価（40 分）  単元名／ とても 
そう思う 
そう 
思う 
そう 
思わない
全くそう
思わない
1 （楽しさ感得：たのしむ）今⽇の体育は、楽しかったですか 4 3 2 1 
2 （技の習得：できる）今⽇の活動で、できるようになりましたか 4 3 2 1 
3 （達成感・満足感：やった感）やった〜という気持ちになりましたか 4 3 2 1 
4 （知識の理解：わかる）できるようになるための理由など、わかることがありましたか 4 3 2 1 
5 （仲間との協力：つながる）友だちや班の仲間で助け合ったりしましたか 4 3 2 1 
6 （学修への意欲）進んで練習やゲームに参加しましたか 4 3 2 1 
7 （自主的活動）⾃分の課題に⾃ら取り組みましたか 4 3 2 1 
8 （教え合い）困っている友だちなどを励ましたり、助⾔したりしましたか 4 3 2 1 
9 （肯定的相互作用）先⽣は、適切な説明やアドバイスをしてくれましたか 4 3 2 1 
10 （安全・学習規律）先⽣は、ルールを守るように指導してくれましたか 4 3 2 1 
11 （工夫された練習環境）先⽣は、活動しやすいよう環境を整えてくれましたか 4 3 2 1 
12 （目標・レベルの明確さ）先⽣の⽰したねらいは、あなたに合っていましたか 4 3 2 1 
13 （認知的な指導）先⽣は、教科書や学習カードなどを使っていましたか 4 3 2 1 
14 （練習の充実）先⽣は、練習が充実するように場づくりを⼯夫してくれましたか 4 3 2 1 
図 8 模擬授業後に実施する評価シート（児童役） 
  
図８．模擬授業後に実施する評価シート
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  図 9 中間まとめや最終まとめで⽤いる各模擬授業における評価結果の例 
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図９．中間まとめや最終まとめで用いる各模擬授業にお
ける評価結果の例
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８．註
註１）平成31年度に教員養成課程法が改正され、それ以前の
体育科教育法Ⅰ・Ⅱは、教職に関する科目における教育課程
及び指導法に関する科目のうち“各教科の指導法”に位置づ
いていたが、それ以降は、教科及び教科の指導法に関する科
目の中の“ロ各教科の指導法”に含められることとなった。
註２）体育授業は各種の運動を実施するにあたって、安全対策
や危険回避など安全に対する環境づくりや、集団による社会
的ルールの遵守の重要性が指摘される。そのことは重要であ
るが、それは“教授―学習”の内容を中心に実施される“教
科内容”を学ぶ際に同時に考慮すべき行為である。
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